
令和元年（2019年）９月那覇市議会定例会 

 

一般質問発言通告書（１日目） 

令和元年９月 10日（火） 

※１人当たり 15 分間（答弁を除く） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

１ 西中間 久枝 

(日本共産党) 

 

 

質問方式 

一問一答方式 

(質問席のみ) 

１ 市民プール

のバリアフリ

ーについて 

 

 

 

 

 

２ 図書行政に

ついて 

 

 

３ 高齢者等や

生活保護世帯

のクーラー設

置について 

 

 

 

 

 

４ 障がい福祉

について 

 

 

(１) 那覇市の障がい者（手帳別）総人数につい

て伺う 

 

(２) 障がい者の利用実績について伺う 

 

(３) 障がい者の利用料について伺う 

 

 

読書バリアフリー法について当局の見解を伺う 

 

 

 

(１) 生活保護の現状について、人数、世帯数・

割合、年齢構成について伺う 

 

(２) 生活保護の家具・什器費でのクーラー設置

と生活福祉資金貸付の利用実績を伺う  

 

(３) 高齢者の熱中症対策について見解を伺う  

 

 

相談支援事業について 

 

(１) 相談支援事業は、障がい者の生活全般に係

る相談であり、その充実が求められている。

事業の対象と目的、内容と評価、活動実績に

ついて伺う 

 

(２) 計画相談支援専門員の要件は何か、説明を

求める 

【答弁を求める者】 

  関係部長 

 



一般質問（１日目） 令和元年９月 10 日（火） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

２ 前 田 千 尋 

(日本共産党) 

 

 

質問方式 

一問一答方式 

(質問席のみ) 

１ 市営住宅に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 中心商店街

の活性化につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 消費者相談

行政について 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 新商品開発

支援事業につ

いて 

農連市場地区防災街区に建設中の樋川市営住

宅について 

 

(１) 樋川市営住宅の建設の進捗、公募の状況と

抽選について問う（申込み状況、倍率） 

   

(２) 樋川市営住宅棟の建物内に設置される保

育所の定数と樋川市営住宅入居世帯からの

入所について問う 

 

(３) 市営住宅の駐車場について問う 

 

 

(１) 第一牧志公設市場再整備事業について 

 

① 移転後の状況と対応について問う 

 

② 旧公設市場周辺へのにぎわいを創出す

る対策について問う 

 

(２) アーケードについて 

旧公設市場周辺のアーケードの今後につ

いて問う 

 

 

 未成年のネットトラブルを防ぐ取り組みにつ

いて 

 

(１) トラブルの内容と全国、沖縄県、本市の現

状を問う 

 

(２) トラブルを未然に防ぐための取り組みに

ついて問う 

 

 

(１) 新しい那覇市のお土産について問う 

 

(２) 龍柱会議キャラクターの活用について問う 

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、教育長、関係部長 

 



一般質問（１日目） 令和元年９月 10 日（火） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

３ 下 地 敏 男 

( ニ ラ イ ) 

 

 

 

質問方式 

一問一答方式 

(質問席のみ) 

１ 水道行政に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 防災行政に

ついて 

2016年 12月定例会で普天間飛行場内市有地の

一日も早い返還を求めることを質問した。当局答

弁は日米地位協定に基づき国と賃貸借契約を締

結し賃貸料は年額約 640万円である。令和元年６

月定例会で本員は嘉手納、普天間米軍基地を汚染

源とする有機フッ素化合物による水道水汚染に

ついて質問した。県企業局によると北谷浄水場か

らの給水人口 11 万人、世帯数５万６千世帯の水

道水の安全性は確保されている。本市は有機フッ

素化合物に関する情報を積極的に収集していく

旨の答弁があった。一方今議会においても「水源

地等の有機フッ素化合物の対策に関する意見書」

が全会一致で採択された 

大戦で中断した本市の水道事業は戦後 1954 年

４月、泊浄水場が返還され復活し、普天間飛行場

内の字大山嶽之佐久原、字神山黒数原２筆を水源

保護用地として所有し大山のたーんむ畑を取水

源に泊浄水場を経て給水を開始した。その後

1988 年３月、同浄水場は廃止された。以降、県

企業局から浄水を購入し現在に至る。普天間飛行

場内の市有地の上記２筆の現状等について伺う 

 

 

 平成 30 年度版那覇市の観光統計によると入込

観光国内客数は 6,337,113 人。外国客数

2,367,614人で観光客の 1/3近くを外国人が占め

るようになっている。２回以上のリピーター率は

74.6％。10 回以上のヘビーリピーターが 20％を

超えている。本市の観光全体に対する期待度も

90.1％と高く、満足度も 93.0％と高い。本市へ

の再訪意向は非常に高く 97.1％に上る。一方、

災害時や台風時における防災・避難情報に対する

評価については評価する 18％、評価しないが

3.9％になっており、観光客の安全、安心の確保

が大きな課題としてある。本市も会員である中核

市市長会においても取り組むべき課題の解決に

向けた「災害対応・防災力の強化プロジェクト」

を進めている。その内容について伺う 

 



順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ３ 福祉行政に

ついて 

高齢化に伴う認知症の人の増加がある。国はそ

の対策として認知症施策推進大綱を策定した。令

和元年６月 18 日、本市においても「地域の中で

支えあい、高齢者がいきいきと、安心してくらせ

るまち」の理念の下、第７次なは高齢者プランが

進行中である 

以下質問する 

 

(１) 認知症対策について 

 

(２) 認知症の人が認知症の人を介護する認・認

介護の実態について本市の取り組みを伺う 

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、教育長、上下水道事業管理者、

関係部長 

 



一般質問（１日目） 令和元年９月 10 日(火) 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

４ 大山 孝夫 

( 自 民 党 ) 

 

 

質問方式 

総括質問方式 

(質問席のみ) 

１ 自衛隊那覇

基地の火薬庫

について 

 

 

２ 教育（スポ

ーツ）行政に

ついて 

 

 

３ 消防行政に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自衛隊の火薬庫の安全性に対する市長見解に

ついて 

 

 

 

 那覇市の学校及びクラブチーム等が沖縄県本

島外へ大会に参加する場合の助成について 

 

 

 

(１) 豊見城市内で発生した倉庫火災における

出動実績と費用について 

 

(２) ｢＃７１１９」について 

 

 

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、関係部長 

 



一般質問（１日目） 令和元年９月 10 日（火） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

５ 上 原 仙 子 

(なはのみらい) 

 

 

 

質問方式 

一問一答方式 

(質問席のみ) 

１ 協働による

まちづくりに

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

２ 男女共同参

画について 

 

 

 

 

 

 

３ カラス対策

について 

 

 

 

 

４ 保安灯電気

料補助金につ

いて 

 

 

 

５ 学校施設整

備について 

 

 

 

６ 泊高橋の歌

碑について 

去る８月 27 日、なは市民活動支援センターが

主催して「協働のＮＥＸＴステージを考える」と

題した講座が開催された 

 

(１) 本講座の目的と内容、成果について伺う 

 

(２) 協働のＮＥＸＴステージについて、市長の

見解を伺う 

 

 

(１) 第４次男女共同参画計画の策定が進めら

れているが、第３次男女共同参画計画との違

いは何か伺う 

 

(２) 平和交流・男女参画課の業務内容と職員体

制について伺う 

 

 

昨年６月定例会での質問に対し、カラスに関す

る実態調査や対策は行っていないが、情報共有を

しながら状況把握に努めているとの答弁があっ

た。その後のカラスの状況について伺う 

 

 

(１) 保安灯の定義と保安灯設置等事業補助金

の概要について伺う 

 

(２) 商店街が補助の対象から外れる理由を伺う 

 

 

小禄小学校屋外倉庫等建設事業及び小禄小区

児童クラブ活動拠点整備事業の進捗状況と今後

の予定について伺う 

 

 

泊高橋の護岸の亀裂のため移設された歌碑と

灯篭について、現在の管理状況と今後の周辺整備

について伺う 

【答弁を求める者】 

市長、副市長、教育長、関係部長 

 



一般質問（１日目） 令和元年９月 10 日（火） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

６ 中 村 圭 介 

(無所属の会) 

 

 

 

質問方式 

一問一答方式 

(質問席のみ) 

１ 人権を尊重

したまちづく

りについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 子どもの貧

困対策事業に

ついて 

(１) ブラックバイト、児童虐待、いじめ、合理

性に乏しい校則など、子どもの権利を取り巻

く問題が多く取りざたされている。また、教

育機会確保法など学校の在り方についても

変化が求められている。子どもの権利条約の

理念に基づいた条例の制定が必要ではない

か。見解を問う 

 

(２) 子どもの権利に関する行動計画を策定し

てはどうか。当局の見解を問う 

 

 

 

(１) 寄り添い支援員について 

 

① 活動実績と課題を問う 

 

② 学校側からの連携の取り組みを問う 

 

③ つなぐ先の支援団体との連携の取り組

みを問う 

 

(２) 子育て世帯自立支援員の活動実績と総括

を問う 

 

(３) 児童（子ども）自立支援員について 

 

① 活動実績と課題を問う 

 

② つなぐ先の支援団体との連携の取り組

みを問う 

 

(４) 学校のプラットフォーム化の進捗と課題に

ついて、学校を所管する教育長の見解を問う 

【答弁を求める者】 

市長、副市長、教育長、関係部長 

 



一般質問（１日目） 令和元年９月 10 日（火） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

７ 野 原 嘉 孝 

( 公 明 党 ) 

 

 

 

質問方式 

総括質問方式 

(質問席のみ) 

１ 文化行政に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 防災・減災

対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 教育行政に

ついて 

 

 

４ 泊漁港の再

整備について 

 

 

 

５ 公共交通の

利用モラルに

ついて 

県都那覇市の更なる振興発展のためには、文化

を基盤とした取り組みが必要である。文化行政に

ついて以下伺う 

 

(１) 琉球文化の殿堂・御茶屋御殿復元へ向けた

取り組みについて 

 

(２) 新文化芸術発信拠点施設整備事業及び周

辺道路整備の進捗状況について 

 

(３) 文化振興基本条例及び文化振興基本計画

策定の準備状況について 

 

 

近年、記録的な大雨による被害が多くみられ

る。想定外の大雨に対応する都市整備が必要であ

る。本市の水害対策について以下伺う 

 

(１) 浸水警戒地域の現況と対策 

 

(２) 真嘉比遊水地の整備目的と効果 

 

(３) 道路整備計画における水害対策 

 

 

各学校によって補助教材の種類、数量に違いが

あるが、その取り扱いと課題について伺う 

 

 

｢泊漁港経済効果分析調査事業」が全額補正減

となったようだが、その理由及び再整備計画の課

題について伺う 

 

 

モノレールやバスの「優先席の案内」の車内ア

ナウンスを工夫して欲しいとの市民の声がある。

モラル等の協力呼びかけについて現状を伺う 

【答弁を求める者】 

市長、副市長、関係部長 

 



一般質問（１日目） 令和元年９月 10 日(火) 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

８ 上 里 直 司 

(なは立志会) 

 

 

質問方式 

一問一答方式 

(質問席のみ) 

１ 防災及び教

育行政につい

て 

 

 

 

 

 

２ スポーツ振

興及び教育行

政について 

 

 

３ 文化財行政

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) 局地的豪雨、集中豪雨時に市民が取るべき

防災上の対応について伺う 

 

(２) (１)の状況下で、登校する児童生徒の安全

確保対策について伺う 

 

 

 

小中学生の体力測定実施の意義とそのデータ

の活用について伺う 

 

 

 

(１) 来年、「琉球王国のグスク及び関連遺産群」

が世界遺産に登録されて 20 周年を迎える

が、登録後の首里城（国営公園）と玉陵の入

場者数の推移について伺う 

 

(２) 世界遺産の今後の課題及び記念事業への

取り組みについて伺う 

 

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、教育長、関係部長 

 


